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英国図書館刊本部における

文書レファレンス

渡　辺　恭　夫

は　じ　め　に

．図書館の基本的業務の一つであるレフ

ァセンス・サービスについては，今まで

様々な角度から検討され，・日本のみなら

ず海外の事情についても色々紹介されて

いるが，ここでは英国図書館参考局刊本

部のPublic　Service　Branchに所属する

Reading　Room　lnformation　and
AdmiSsions　Sectionで，実際にレファレ

ンスに対する回答がどの様に作成される

かを紹介してみたい。

　Reading　Room　lnformation　and　Ad一

「missions　Sectionはら英国図書館で最も

著名な円形閲覧室をはじめとする刊本部

所属の各三章室の利用事務や，Enquiry

Desk（当館の参考調査受付にあたる）で

の業務及びレアァレンス業務を担当する

セクションで，スタッフは17名である。

　ところで，円形閲覧室は周知の如く，’

マルクスをはじめとする多くの碩学がこ

こで三三を積んだ場所でもある。閲覧室

は，座席数375席，開架式の参考図書3万冊

で運営されている。英国図書館はいわゆ

る調査研究図書館であり，当然利用の為

には許可証の申請をしなければならな．

い。この場合利用者はある程度長期にわ

たる調査研究を必要とし，また他の図書

館では十分調査が出来ない理由を有する
　　　
者となっている。大学の学蔀に所属する

学生及び21才未満の者は利用出来ない。

1．　レファレンスの原則

　そもそもレファレンスなるものはあら

ゆる面で多岐にわたるものであるがe・こ

のセクションが取扱うレファレンスも，

国内，国外からのを含めて，広範囲にわ

たるものである。こうしたレファレンス

に対して，このセクションではおおよそ

次の様な原則を立てている。

　1長期間の調査を必要とする事項のも

　　のは行わない。“例えば20冊以上の文

　　献についての書誌的事項の回答など

　　はしない。

　2質問者がみずから調査すべきである

　　と考えられるものは行わない。この

　　場合必要なガイダンス（文献案内な

　　ど）はするが，それ以上質問者の為

　　に調査の手伝いなどはしない6ただ

　　本人が遠隔地に住み，適当な図書館’

　　を利用することが出来ない様な場合

　　は通常よりも詳細な情報を与える。
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時として複写物を添える場合も南

　る。

3資料に対する評価は行わない。これ

、は質問者が所有している資料の評価

を求めて来た場合などである。この

場合にほ古書店などを紹介する。こ

の種の回答にはフォーム・レターが

　ある。　・　　　　、　℃　　　　’

4懸賞問題クイズなどの解答は行わ

　ない。

5質問者の住んでいる地区の公共図書

館などで容易に回答出来る種類の質

問には公共図書館を案内する。

6質問事項があまりにも多岐多様であ

　る場合には謝絶する。

7所蔵調査め場合は通常書架で確認
　（ミス排架のチェック；製本中かど

　うか，破損状態，未返却，など）す

　ること。もし点数が多ければ，その

凶の数京だけでもよいから確認する

　こと。

2．文書レファレンスの，

　　処理方法

　おおよそ以上の直なことを原則として｝

文書レファレンスを行っているが，次に

どの様な手順で事務処理をしているか，

具体的に述べてみる。

　このセクションに到着した手紙類は，

まず最初にレファレンス文書担当者のも

とに集まる。担当者はこれらの手紙を閲

読し，他部局に関係するものと当セクシ

ョンで処理するものとに分け，前者は当

該部局へ，後者については質問の主題と「

回答を求あている個所た印をつけ，

“Reading　Room　Office”用トレイに入れ

．る。次に庶務担当者が，．このトレイの手

紙を一通ずつ受付受理簿に記入し，受理

印を押し，母理番号牽付してEnquiry

Desk用トレイに入れる。各スタッフは

このトレイから先着順に手紙を取り出

し、、それぞれ回答原稿を作成する。作成

後原稿は手紙と一緒に綴じられ，・文書担』

当者行のトレイに入れられる。文書担当

者はこれらの原稿を点検し，必要があれ

ば訂正を行う。点検済の原稿は検印を押

され，タイピストに廻される。タイプ済

の回答（通常回答は二部作られる）は回

答作成者にもどされ，点検の後作成者の

’署名がされて受理二二トレイに入れら

れ，受理簿担当者にもどされる。担当者

は回答の到着を受理簿に記録し，一部は

質問者に発送し残りの一部は保存痢と

してファイルされる。．なお，回答原稿に

ぽ整理番号があたえられる。整理番号は

閲覧室名，作成年，質問者の姓名のイニ

シアル，回答文作成者のイニシアル，タ

イピストのイニシアルからなっている、。

例をあげると，次の様な形である。

　RR　・　，80／MA51／JS／MD

　　RR＝閲覧室名

　　　80＝198Q年

　　MA＝質問者めイニシアル
　　　51＝姓名がMの字で始まる質二者

　　　　　の受理順の番号

　　JS＝回答文作成者のイニシアル

　　MD＝タイピストのイニシアル

　なお；部以上のコピーを必要とする場

合は原稿の上端に指示しておく。例えば

1＋2。．これはr枚の回答文と二枚のコ

ピーが必要との意味である。回答は迅速

に処理するのを原則とするがジレファレ

ンスの件数は一定したものでないので，

若干の遅滞は避けえないのは当然である

としている。
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3．文書レファレンスの実際

　　一回答電の書式．

　回答の書き方にも、こまかい指示がなざ・

れている。以下少々煩雑ではあるが紹介

してみる。

　1手紙は通常の書翰体で書くこ・と。特

　　にMr．またはEsq．の使い方に注意

　　すること。地方によってはEsq．が良

・　　い場合がある。

　　2回答作成者にとって未知の人の場合

　　は，Dear　SirまたはDear　Mada卑

　　でとどめる。もし質問者が著名な人

　　物．（著作などで名が知られている場

　　合など）やよく利用してい、る人物の

　　場合は名前を使ってもよい。

　　3手紙のはじめがDear　Sirの場合は

　　おわりはyour　faithfuly，または

　　ygμr　trulyを用．いる。　Dear『Mr

　　Brownと名前をつけてはじまる場

　　合・にはyour　sincerelyを用いる。

　　4回答文信一人称で書く。ただし刊本・

　　部や英国図書館の見解を述べる場合

　　　はWeを用いる、。

　　5回干物は特別の指示がない限り英語

　　　を用いる。

　　回答文の表現及びその内容についても

　指示がある。

　　1文章は親しみやすく，かつ卒直なも

　　　のでなければならない。相手に不快

　　感を与えない様に，謙虚なものでな

　　　ければならない。専門用語を多用し

　　　たり，その他気取った難解な文章で

　　　あってはいけない。勿論俗語などは

　　　使用すべきでない。

　　2回三文は質問者の意に則してg表現

　　　が必要だが，あまり謙遜する必要は

ない。例えば回答内容に若干の不安

があっても“Ihope　this　information・

will　be、of　some　help”などとは書く、

　ことはない。

3回答については過不足なく記述する．

　こと。．質問に対し十分回答しえない

場合には少くなくとも調査した範囲

については記述すべきである。出来

れば情報のソースも言及すべきであ

　る。これらの情報は，質問者がその

調査を継続する場合役立つものであ・

　る。

4質問者に応じて回答すること。例え

　ば一般公衆に対しては，紹介した文

献の利用にはなるべく公共図書館の

　使用をすすめる。しかし研究機関や

　大学教授など専門家に対してはそう

　しなくてもよい。

5質問の内容に応じて回答すること。．

　質問内容から判断して，資料調査に

　精通していると思われる場合にばあ

　まり一般的な文献は推薦しないこと

　（例えば大学や研究機関のメンバ

　一，または図書館員などの人々の場

　合）。もし判断に苦しむ場合は次の様

　な文章をつけ加える。“N6　Doubt

　you　will　have　consulted””’　・

6中立的な立場を守ること。質問者の

　個人的興味に立ち入らないこと。ま

　たはそうした印象もあたえるべきで

　はない。

7正確な英語を用いること。正しい英

　語を書くように心掛けなければなら

　ない。標準的英語にはなじまない米

　語的表現はさけるべきである。
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4．．刊本部で処理しないシ

　　　　　ファレンスについて

　　ところで，．レフアレン．スを行う際二番

困．るりは，’回答すべきでない質問を．断お

る場合であ．る。．質問．者を三州さ’せる為，

我々も．この種の回答たは苦心する所であ．

やが・刊本部でも事情は同じと見えて・．

断る方骨や言い廻しに苦労ゼている様で

ある。そのたあ特定のフォ舶ム．・レター．．

も弔意され．ている。例えば質問があま．り

にも多．くの事項を要求していた．り1．他の

公共図書館でも回答が得られる．様な場合

には次の様な文章が用いられる。

　　　．‘‘Iregret　that　it．i串not　the　practice．

　　　　of、層the’Librafy．to．se3rch　．f6r

　　　　answer　to…，プ　　一

　　　　‘II　rggf6t　th・仁．i・・th・time・yail・ble

　　　　I・was　unable　to．find　rriofe／　infOi　ma－

　　　　ti6ロthanJ　gaVe　in　my・．pr6Vious

　　　　letter，’‘、

　　具体的には次の様なフォーム？レター．

．を用．い．ている。1．．．．’　’a

　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　’　　．

　　　D6ar　Si’r／Madam．　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
’　．．Thank　you　for、your　letter．．

　　　．1・am，　however，t．．feturning・it．to．y6U．as

　．enquiries　of　the　kihd　you血ake　are　Usually

　moSt　qqickly　afisWered　iri．local　public　refer・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ence』libraries．　The、staff　of　the．　inf6tmation

　serVice’her俘is　relativel’y　P卑all　and．has　to

gi・・p・i・rity　t6・nqUi・ies　Whi・h・annpt

‘　easily　be．answered．else面here．　I　would　ask　’

　yoq　thereforo．t6．put．your　enqりiry，．　in．　the

　lfirst　instanとe，　to　the　nearest　public　libra士y

　which　has　a　’reference　qepartment　pf　reason一．

　able　size．　Any　branch　library、　should　be　able

　to　tell　you　where’．to　apPly．’

　　　If中・1・・al・号f・・ence　lib⑳玲・unqbl・，t・

　help，　or　to．suggest　an　alternative　source　of

　　　　　　ノ

　information，　plβaSe　return　Your　letter　and

　the　staff　h♀re　will　try．tp　provide　the　infor－

　matiOn　yqU．reqUlrβ．．

　　　Yours　faithfully　　　　，

　　また，資料の評価や資料の売り込みに

対しては以下の文章が用．いられる。

　①Dear　Sir／Madam．．’

　　　Th・pk・y・u　f・・y・u・1・tter』・f∫．．．1・rii

・pr・y　t・h・v・t・t・11　y・u　th・t卿・n・t・Wi・h

　t6．purcha串e　the　book（s）　for　the　British：

　Library．

　　　．It　i・．．・・t　th・p・a・tiC・・f　the　B・it’i・h　Lib・a・y

tg・gi・…1・4ti・n・，．b・t　w・⑳・ay　th・t　th・

m・rket・・v・1・r・f　thi’ 秩^th・・p　it・ni（・）i・n・t

　likely　to　b61arge．．　If　you　w串nt　to　sell　it／

　them．We　suggest　you　offer，　it／them　to　a『

　bookseller．：　　．’．　　　．・．冨　、　　　　「

　　　　　　　　　　　　聾

　　㊨　Dear　Sir／Madam．

　　　Th・nk　y・u　f・ナ￥・ur　l・tt…　1・m

so「「y　to　hqv・tb　t・ll．　Yq・th・t　Wr．d・「i・t・wiSh．

、tp　P・，・ch・・e　th・．Pq・k（・）f・・th・B・iti・h

Lib・a・y．・・w・a1・9・dy　h・ve・49・Py・

　　　It　is　not　t車e　ptactic60f　the　British　Library

　　tρgive　valua七ions　but　We　think　it　would　b6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し嘘t恥・y・tir　whil・t・．・…ult・ab・qk・eller．

　　who　specialiSes　in　books　of　this．sort．　I　have

’　・h・sen・．th・f・11・wi・g　P・m≒r・nd・ddresseS1

・f・　deale・s’　i・Yg・・area　t・・m　th・Shepp・・d

　　Press　publication　A　Directory．（lf・Dealers　in

S6卿伽4，卿編9・・卿β・・総勿．．．the

　　British　Isles　which　is　available　in　many

　．1ibraries｝．

　　刊奉部では上記”）文章ρうお・・②あ方

をすすめている。そめ際．通常ぽ質問者の．

住所1『近レ｝1．．；？場上吟声書店の名前を．

．お kやがll鰍髄摘1．も勉教
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られる場合は一般の古書店よりもこれら

資料の取扱いに経験の深い専門家のいる

著名な古書店を推薦するこ、とになってい

る6この種の質問に対する回答文には以

下のフォーム・レ’ターがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　Dear　Sir／Madam

　　　I　regret　it　is　not　the　practice　of　the

　　Library　to　give　valuations：　for　this　you

　　should　approach　an　antiquarian　bookseller．

　　　The　names　and　addresses　of　many　anti－

　　quarian　booksellers　are　contained　in　the

　　Sheppard　Press　publication　A　Directory　of

　　Dealers　in　Secondhand　and　A　ntiquarian

　　Booles　in　the　British　lsles，　a　copy　of　which

　　can　be　found　in　m’any　public　libraries．　The

　　librarian　could　probably　advise　on　local
　，

　　booksellers　who　might　be　prepared　to

　　undertake　the　work．　Booksellers　vVill　nor－

　　mally　charge　a　fee　for　a　valuation．

　　　Boofe　Auctipn　Records，　Published　annually

　　and　available　in　many　larger　libraries，　lists

　　the　prices　fetched　by　the　more　important

　　books　offered　at　auction　in　the　year　preced－

　　ing．　Therefore，　if　a　copy．　of　your　bobk　is

　　recorded　in　a　recent　number　of　Book　Auc－

　　tion　Records　you　can　get　some　idea　of　its

　　current　saleroom　value．

　　　Incomplete　copies　or　sets，　and　copies　or

　　sets　in　bad　cohdition　are　usually　of　little　or

　　no　value．　lf，　however，　your　book　seems

　　complete　and　in　reasonable　condition　and

　　you　want　to　selJ　it，　ygu　should　see　What　one

　　or　two　antiquarian　booksellers　are　prepar－

　　ed　to　offer　for　it．

　　　　It　may　well　be　more　advantageous　to　sell

　　a　valuable　book　at　auction　through　one　of

　　the　specialist　auctioneers　sinch　as　Sotheby’s

　　or　Christie’s．　However　such　firrps　will　usg－

　　ally　handle　single　books　only　if　they　appear

　　to　be　very　valuable．

　　　　Yours　faithfully

　　なお興味深かったのは，Research
Workerという人々の存在であ』る。英国

ではありふれたことかもしれないが，

Research　Workerと呼ばれる調査専門　『

家が図書館に登録されていて，図書館が

利用者へその紹介’を行っている。

Research　Workerは多忙や遠隔地のた

めに直接来館できない人のために有料で

調査を代行する。刊本部は利用者のため

にResearch『Workerを紹介し、また
Resear6h　Workerの登録を行っている。

この制度はしぼしば利用されていると見

え，次の様なフォーム・レターがある。

　　　Dear　Sir／Madam

　　　Thank　you　for　your　letter．

　　　1　regret　to　have　to　tell　you　that　the　lnfor－

　　mation　Servic6　has　not　sufficient　staff　to

　　undertake　detailed　or　prolonged　research

　　on　behalf　of　enquirers．

　　　1　could，　if　you　wished，　give　you　the　name’s

　　of　some　professional　research　workers　who

　　might　be　willing　to　help　you，　but　the　Library

　　does　not　accept　responsibility　for　the　fixing

　　or　payment　of　fees　or　for　the　quality　of　the

　　work．　・　　　　Yours　一faithfully

お わ り こる

　　以上，刊本部における文書レファレン

スの処理及び文書作成について記した

が，本文は筆者が1984年1月に刊本部で、

受けた研修にもとつくものである。研修

の際，刊本部のJ．A．　Marks氏より受け

たご懇切なご教示に謝意を表したい。

　　　　　　　　　　’　（1984．　12）．

　　　　　（わたなべ・やすお　法律政治課〉

一　23．一


